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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】術者等の滅菌状態にあるユーザーが直接入力を
行なうことができる医用画像表示装置を提供する。
【解決手段】医用画像表示装置の一例である超音波診断
装置は、ユーザーによる入力を受け付けるキーが表示さ
れるタッチパネル式の入力画面１４Ａを有する第一の入
力デバイス１４と、ユーザーによる入力を受け付けるハ
ードキーを有する第二の入力デバイスと、第一の入力デ
バイス１４の入力画面が被覆体で覆われたことを検出す
る検出部と、入力画面１４ＡがシートＳで覆われたこと
を検出部が検出すると、入力画面１４Ａにおいて、拡大
された第一のボタンＢ１～第四のボタンＢ４を表示させ
る制御部と、を備える。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ユーザーによる入力を受け付けるキーが表示されるタッチパネル式の入力画面を有する
第一の入力デバイスと、
　ユーザーによる入力を受け付けるハードキーを有する第二の入力デバイスと、
　前記第一の入力デバイスの入力画面が被覆体で覆われたことを検出する検出部と、
　前記入力画面が被覆体で覆われたことを前記検出部が検出すると、前記第一の入力デバ
イスの状態を、ユーザーが、前記第二の入力デバイスを用いずに前記第一の入力デバイス
のみで入力を行なうことに適した状態にする制御部と、
　を備えることを特徴とする医用画像表示装置。
【請求項２】
　前記制御部は、ユーザーが前記第一の入力デバイスのみで入力を行なえる状態に適する
ものとして予め設定された状態で前記キーを前記入力画面に表示させることにより、前記
第一の入力デバイスの状態を、ユーザーが前記第一の入力デバイスのみで入力を行なえる
状態にすることを特徴とする請求項１に記載の医用画像表示装置。
【請求項３】
　ユーザーが前記第一の入力デバイスのみで入力を行なえる状態に適するものとして予め
設定された状態は、前記入力画面において前記キーが拡大表示された状態であることを特
徴とする請求項２に記載の医用画像表示装置。
【請求項４】
　ユーザーが前記第一の入力デバイスのみで入力を行なえる状態に適するものとして予め
設定された状態は、前記入力画面が被覆体で覆われた状態において、ユーザーによる入力
を受け付ける可能性があるものとして予め設定されたキーが前記入力画面に表示された状
態であることを特徴とする請求項２又は３に記載の医用画像表示装置。
【請求項５】
　ユーザーが前記第一の入力デバイスのみで入力を行なえる状態に適するものとして予め
設定された状態は、前記第二の入力デバイスがユーザーから受け付ける入力のうちの少な
くとも一部を前記第一の入力デバイスにおいて受け付けるためのキーが前記入力画面に表
示された状態であることを特徴とする請求項２に記載の医用画像表示装置。
【請求項６】
　前記制御部は、前記入力画面における入力の検出感度を上げることにより、前記第一の
入力デバイスの状態を、ユーザーが、前記第一の入力デバイスのみで入力を行なうことに
適した状態にすることを特徴とする請求項１～５のいずれか一項に記載の医用画像表示装
置。
【請求項７】
　前記第一の入力デバイスの入力画面は、静電容量方式タッチパネルであり、
　前記被覆体は、前記入力画面を覆う被覆面に設けられた導電部を有し、
　前記検出部は、前記導電部が前記入力画面に接触することによる静電容量の変化を検出
することにより、前記第一の入力デバイスの入力画面が被覆体で覆われたことを検出する
　ことを特徴とする請求項１～６のいずれか一項に記載の医用画像表示装置。
【請求項８】
　前記検出部は、前記第一の入力デバイスの入力画面における所要の部分に、前記導電部
が接触することによる静電容量の変化を検出することにより、前記第一の入力デバイスの
入力画面が被覆体で覆われたことを検出する
　ことを特徴とする請求項７に記載の医用画像表示装置。
【請求項９】
　ユーザーによる入力を受け付けるキーが表示されるタッチパネル式の入力画面を有する
第一の入力デバイスと、
　ユーザーによる入力を受け付けるハードキーを有する第二の入力デバイスと、
　前記第一の入力デバイスの入力画面が被覆体で覆われたことを検出する検出部と、
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　プロセッサーと、
　を備えることを特徴とする医用画像表示装置であって、
　前記プロセッサーは、前記入力画面が被覆体で覆われたことを前記検出部が検出すると
、前記第一の入力デバイスの状態を、ユーザーが、前記第二の入力デバイスを用いずに前
記第一の入力デバイスのみで入力を行なうことに適した状態にする機能をプログラムによ
って実行する
　を備えることを特徴とする医用画像表示装置。
【請求項１０】
　ユーザーによる入力を受け付けるキーが表示されるタッチパネル式の入力画面を有する
第一の入力デバイスと、
　ユーザーによる入力を受け付けるハードキーを有する第二の入力デバイスと、
　前記第一の入力デバイスの入力画面が被覆体で覆われたことを検出する検出部と、
　プロセッサーと、
　を備えることを特徴とする医用画像表示装置の制御プログラムであって、
　前記プロセッサーに、前記入力画面が被覆体で覆われたことを前記検出部が検出すると
、前記第一の入力デバイスの状態を、ユーザーが、前記第二の入力デバイスを用いずに前
記第一の入力デバイスのみで入力を行なうことに適した状態にする機能を実行させる
　を備えることを特徴とする医用画像表示装置の制御プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被検体の医用画像が表示される医用画像表示装置及びその制御プログラムに
関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、被検体の医用画像が表示される医用画像表示装置として、超音波画像を表示す
る超音波診断装置がある。超音波診断装置では、その表示デバイス（ｄｅｖｉｃｅ）に、
被検体の超音波画像をリアルタイム（ｒｅａｌ　ｔｉｍｅ）で表示することができる。従
って、被検体内に穿刺針を刺入する穿刺手技を行なう術者は、リアルタイムの超音波画像
によって穿刺針の位置を確認しながら、穿刺手技を行なっている（例えば、特許文献１参
照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１２－２４５０９２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、術者は、穿刺手技を行なう際に、入力デバイスにおいて装置に対する指示を
入力したい場合がある。しかし、術者は、手を清潔状態に保つ必要があるため、入力デバ
イスに手で直接触れて入力を行なうことができない。そこで、術者以外の第三者が、術者
からの指示を受けて入力を行なったり、滅菌シートを装置に被せて、この滅菌シートの上
から術者が入力を行なったりすることがある。また、術者が操作内容を発声し、これを音
声認識によって装置に認識させたり、フットスイッチ（ｆｏｏｔ　ｓｗｉｔｃｈ）による
入力を行ったりすることがある。
【０００５】
　しかし、第三者が術者の意図通りに入力できない場合があり、また滅菌シートの上から
では入力しづらい。また、音声認識が正確に行なわれないことがあり、フットスイッチに
よって入力できる事項には限りがある。このように、上記いずれの手法においても、入力
が制限されているので、術者等の滅菌状態にあるユーザーが直接入力を行なうことができ
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る医用画像表示装置が求められている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上述の課題を解決するためになされた一の観点の発明は、ユーザーによる入力を受け付
けるキーが表示されるタッチパネル式の入力画面を有する第一の入力デバイスと、ユーザ
ーによる入力を受け付けるハードキーを有する第二の入力デバイスと、前記第一の入力デ
バイスの入力画面が被覆体で覆われたことを検出する検出部と、前記入力画面が被覆体で
覆われたことを前記検出部が検出すると、前記第一の入力デバイスの状態を、ユーザーが
、前記第二の入力デバイスを用いずに前記第一の入力デバイスのみで入力を行なうことに
適した状態にする制御部と、を備えることを特徴とする医用画像表示装置である。
【０００７】
　一例として、前記制御部は、ユーザーが前記第一の入力デバイスのみで入力を行なえる
状態に適するものとして予め設定された状態で前記キーを前記入力画面に表示させること
により、前記第一の入力デバイスの状態を、ユーザーが前記第一の入力デバイスのみで入
力を行なえる状態にする。
【０００８】
　ユーザーが前記第一の入力デバイスのみで入力を行なえる状態に適するものとして予め
設定された状態の一例は、前記入力画面において前記キーが拡大表示された状態である。
【０００９】
　ユーザーが前記第一の入力デバイスのみで入力を行なえる状態に適するものとして予め
設定された状態の他例は、前記入力画面が被覆体で覆われた状態において、ユーザーによ
る入力を受け付ける可能性があるものとして予め設定されたキーが前記入力画面に表示さ
れた状態である。
【００１０】
　また、ユーザーが前記第一の入力デバイスのみで入力を行なえる状態に適するものとし
て予め設定された状態の他例は、前記第二の入力デバイスがユーザーから受け付ける入力
のうちの少なくとも一部を前記第一の入力デバイスにおいて受け付けるためのキーが前記
入力画面に表示された状態である。
【００１１】
　また、前記制御部は、前記入力画面における入力の検出感度を上げることにより、前記
第一の入力デバイスの状態を、ユーザーが、前記第一の入力デバイスのみで入力を行なう
ことに適した状態にしてもよい。
【発明の効果】
【００１２】
　上記観点の発明によれば、前記第一の入力デバイスの入力画面が被覆体で覆われたこと
が検出されると、前記第一の入力デバイスの状態が、ユーザーが、前記第二の入力デバイ
スを用いずに前記第一の入力デバイスのみで入力を行なえる状態になる。従って、前記被
覆体が清潔状態であれば、前記第一の入力デバイスの入力画面において、ユーザーが直接
入力することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の実施の形態の一例である超音波診断装置の概略構成を示すブロック図で
ある。
【図２】図１に示す超音波診断装置の外観を示す図である。
【図３】通常環境モードにおける入力画面の一例を示す図である。
【図４】シートと、このシートで覆われた入力画面を示す平面図である。
【図５】操作卓における入力画面付近の断面図（内部構造は省略）である。
【図６】シートで覆われた入力画面の一例を示す図である。
【図７】シートで覆われた入力画面の他例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
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【００１４】
　以下、本発明の実施形態について図面に基づいて説明する。以下の実施形態では、本発
明に係る医用画像表示装置の一例として超音波診断装置について説明する。
【００１５】
　図１に示す超音波診断装置１は、超音波プローブ２、送受信ビームフォーマ３、エコー
データ処理部４、表示処理部５、表示デバイス６、入力デバイス７、制御部８、記憶デバ
イス（ｄｅｖｉｃｅ）９及び検出部１０を備える。前記超音波診断装置１は、コンピュー
タ（ｃｏｍｐｕｔｅｒ）としての構成を備えている。
【００１６】
　図２は、超音波診断装置１の外観を表わす図であり、筐体部１１内に制御部８（図２で
は図示省略）が設けられている。また、筐体部１１の上方には、入力デバイス７を有する
操作卓１２が設けられている。さらに、操作卓１２には、アーム１３を介して表示デバイ
ス６が設けられている。検出部１０（図２では図示省略）は、操作卓１２に設けられてい
てもよいし、筐体部１１に設けられていてもよい。なお、図２において、超音波プローブ
２は図示省略されている。
【００１７】
　超音波プローブ２は、被検体の生体組織に対して超音波を送信し、そのエコー信号を受
信する。送受信ビームフォーマ３は、超音波プローブ２から所定の走査条件で超音波を送
信するための電気信号を、制御部８からの制御信号に基づいて超音波プローブ２に供給す
る。また、送受信ビームフォーマ３は、超音波プローブ２で受信したエコー信号について
、Ａ／Ｄ変換、整相加算処理等の信号処理を行ない、信号処理後のエコーデータをエコー
データ処理部４へ出力する。
【００１８】
　エコーデータ処理部４は、送受信ビームフォーマ３から出力されたエコーデータに対し
、超音波画像を作成するための処理を行なう。例えば、エコーデータ処理部４は、対数圧
縮処理、包絡線検波処理等のＢモード処理を行ってＢモードデータを作成する。
【００１９】
　表示処理部５は、エコーデータ処理部４から入力されたデータをスキャンコンバータ（
Ｓｃａｎ　Ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ）によって走査変換して超音波画像データを作成し、この
超音波画像データに基づく超音波画像を表示デバイス６に表示させる。表示処理部５は、
例えばＢモードデータに基づいてＢモード画像データを作成し、Ｂモード画像を表示デバ
イス６に表示させる。
【００２０】
　表示デバイス６は、ＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）や有機
ＥＬ（Ｅｌｅｃｔｒｏ－Ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ）ディスプレイなどである。
【００２１】
　入力デバイス７は、ユーザーからの指示や情報の入力を受け付けるデバイスである。ユ
ーザーによる入力が行われることにより、後述のように制御部８によって超音波診断装置
１における各部の機能が実行される。入力デバイス７は、第一の入力デバイス１４及び第
二の入力デバイス１５（図２参照）を有する。第一の入力デバイス１４は、ユーザーによ
る入力を受け付けるタッチパネル式の入力画面１４Ａを有する。この入力画面１４Ａは、
本例では静電容量方式タッチパネルである。第一の入力デバイス１４は、本発明における
第一の入力デバイスの実施の形態の一例である。また、入力画面１４Ａは本発明における
入力画面の実施の形態の一例である。
【００２２】
　第二の入力デバイス１５は、ユーザーによる入力を受け付けるハードキー（ｈａｒｄｗ
ａｒｅ　ｋｅｙ：ハードウェアキー）を有する。ハードキーは、例えばボタン及びキーボ
ード（ｋｅｙｂｏａｒｄ）などを含み、さらにトラックボール（ｔｒａｃｋｂａｌｌ）等
のポインティングデバイス（ｐｏｉｎｔｉｎｇ　ｄｅｖｉｃｅ）などを含む。第二の入力
デバイス１５は、本発明における第二の入力デバイスの実施の形態の一例である。
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【００２３】
　制御部８は、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）等のプロセ
ッサーである。この制御部８は、記憶デバイス９に記憶されたプログラムを読み出し、超
音波診断装置１の各部を制御する。例えば、制御部８は、記憶デバイス９に記憶されたプ
ログラムを読み出し、読み出されたプログラムにより、送受信ビームフォーマ３、エコー
データ処理部４及び表示処理部５の機能を実行させる。
【００２４】
　制御部８は、送受信ビームフォーマ３の機能のうちの全て、エコーデータ処理部４の機
能のうちの全て及び表示処理部５の機能のうちの全ての機能をプログラムによって実行し
てもよいし、一部の機能のみをプログラムによって実行してもよい。制御部８が一部の機
能のみを実行する場合、残りの機能は回路等のハードウェアによって実行されてもよい。
【００２５】
　なお、送受信ビームフォーマ３、エコーデータ処理部４及び表示処理部５の機能は、回
路等のハードウェアによって実現されてもよい。
【００２６】
　制御部８は、入力画面１４Ａが被覆体で覆われたことが検出部１０によって検出される
と、第一の入力デバイス１４の状態を、ユーザーが、第二の入力デバイス１５を用いずに
第一の入力デバイス１４のみで入力を行なうことに適した状態にする。詳細は後述する。
制御部８は、本発明における制御部の実施の形態の一例である。
【００２７】
　記憶デバイス９は、ＨＤＤ（Ｈａｒｄ　Ｄｉｓｋ　Ｄｒｉｖｅ：ハードディスクドライ
ブ）や、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）やＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏ
ｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）等の半導体メモリ（Ｍｅｍｏｒｙ）などである。
【００２８】
　検出部１０は、ユーザーの指などが入力画面１４Ａに触れることによる静電容量の変化
を検出する。この静電容量の変化により、入力画面１４Ａに表示されたキー（ボタン）が
押されたことが検出される。
【００２９】
　また、検出部１０は、静電容量の変化を検出することにより、入力画面１４Ａが後述の
シート（ｓｈｅｅｔ）Ｓで覆われたこと及び入力画面１４ＡからシートＳが外されたこと
を検出する。検出部１０は、本発明における検出部の実施の形態の一例である。
【００３０】
　超音波診断装置１は、記憶デバイス９として、ＨＤＤ、ＲＡＭ及びＲＯＭの全てを有し
ていてもよい。また、記憶デバイス９は、ＣＤ（Ｃｏｍｐａｃｔ　Ｄｉｓｋ）やＤＶＤ（
Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　Ｄｉｓｋ）などの可搬性の記憶媒体であってもよ
い。
【００３１】
　制御部８によって実行されるプログラムは、記憶デバイス９を構成するＨＤＤやＲＯＭ
などの非一過性の記憶媒体に記憶されている。また、プログラムは、記憶デバイス９を構
成するＣＤやＤＶＤなどの可搬性を有し非一過性の記憶媒体に記憶されていてもよい。
【００３２】
　次に、本例の超音波診断装置１の作用について説明する。本例の超音波診断装置１は、
ユーザーが滅菌状態で超音波診断装置１を使用する清潔環境モードと、ユーザーが滅菌状
態ではなく通常の環境下で超音波診断装置１を使用する通常環境モードの二つのモードで
使用される。ユーザーは、例えば穿刺手技を行なう術者である。
【００３３】
　図３には、通常環境モードにおける入力画面１４Ａの一例が示されている。入力画面１
４Ａには、ユーザーによる入力を受け付ける複数のボタンＢが表示されている。ボタンＢ
は、本発明におけるキーの実施の形態の一例である。
【００３４】
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　ちなみに、入力画面１４Ａにおいて符号Ｐで示した部分に、後述するシートＳの導電部
ＳＡが接触して部分Ｐにおける静電容量の変化が検出されることにより、シートＳによっ
て入力画面１４Ａが覆われたことが検出される。また、シートＳによって入力画面１４Ａ
が覆われた状態において、部分Ｐにおける静電容量の変化が検出されることにより、入力
画面１４ＡからシートＳが外されたことが検出される。部分Ｐは、ユーザーにその位置を
知らせるために、ボタンとして表示されていてもよい。部分Ｐは、本発明における所要の
部分の実施の形態の一例である。
【００３５】
　通常環境モードから清潔環境モードに移行する時には、ユーザーは図４に示すように、
入力画面１４ＡをシートＳで覆う。シートＳは、入力画面１４Ａの面積と同じ面積を有す
る。シートＳは、滅菌された状態のプラスチックシートであり、入力画面１４Ａを覆う被
覆面の一部に導電部ＳＡを有する。導電部ＳＡは、例えばシートＳにおける一方の面（被
覆面）に導電ゴムを塗布することにより形成される。ユーザーは、導電部ＳＡが、入力画
面１４Ａにおける部分Ｐと接触するように、シートＳで入力画面１４Ａを覆う。シートＳ
は、特許請求の範囲に記載された被覆体の実施の形態の一例である。
【００３６】
　ちなみに、シートＳは、ユーザーが入力画面１４Ａの表示を確認することができるよう
に透明になっている。図４では、入力画面１４Ａの表示は図示省略されている。
【００３７】
　図４及び図５に示すように、入力画面１４Ａは、操作卓１２の表面１２Ａから窪んだ位
置に形成されている。図５において、矢印で示す方向が鉛直方向であり、シートＳは入力
画面１４Ａの下部１４ＡＬで支持されることにより、入力画面１４Ａにおいて保持される
。ただし、シートＳは、入力画面１４Ａに貼りつけられてもよい。ただし、この場合、シ
ートＳは、入力画面１４Ａから剥がせる状態で貼りつけられる。
【００３８】
　入力画面１４ＡがシートＳで覆われて、このシートＳの導電部ＳＡが部分Ｐと接触する
と、部分Ｐにおける静電容量の変化を検出部１０が検出する。検出部１０によって静電容
量の変化が検出されると、制御部８は、第一の入力デバイス１４の状態を、ユーザーが、
第二の入力デバイス１５を用いずに第一の入力デバイス１４のみで入力を行なうことに適
した状態にする。具体的には、制御部８は、ユーザーが第一の入力デバイス１４のみで入
力を行なえる状態に適するものとして予め設定された状態でボタンＢを入力画面１４Ａに
表示させることにより、第一の入力デバイス１４の状態を、ユーザーが第一の入力デバイ
ス１４のみで入力を行なえる状態にする。例えば、予め設定された状態は、図６に示すよ
うに、入力画面１４Ａにおいて、第一のボタンＢ１、第二のボタンＢ２、第三のボタンＢ
３及び第四のボタンＢ４が拡大表示された状態である。「拡大表示」とは、第一のボタン
Ｂ１～第四のボタンＢ４が、通常環境モードにおいて表示されるボタンＢよりも大きく表
示されることを意味する。第一のボタンＢ１～第四のボタンＢ４は、ユーザーが滅菌状態
において押しやすい大きさで表示される。
【００３９】
　第一のボタンＢ１～第四のボタンＢ４は、入力画面１４ＡがシートＳで覆われた状態、
すなわち滅菌状態のユーザーによって使用される可能性があるものとして予め設定された
ボタンである。「Ｂｉｏｐｓｙ」の文字が表示された第一のボタンＢ１は、被検体に刺入
される穿刺針のガイドラインを表示デバイス６に表示させ、なおかつガイドラインの表示
を消すためのボタンである。「Ｇａｉｎ」の文字と「＜」及び「＞」の記号が表示された
第二のボタンＢ２は、ユーザーが「＜」及び「＞」の部分を押すことにより、ゲインを調
整するためのボタンである。「ＣＦ」の文字が表示された第三のボタンＢ３は、カラード
プラモードに移行するためのボタンである。「Ｆｏｃｕｓ」の文字と「＜」及び「＞」の
記号が表示された第四のボタンＢ４は、ユーザーが「＜」及び「＞」の部分を押すことに
より、フォーカス点を調整するためのボタンである。
【００４０】



(8) JP 2017-148307 A 2017.8.31

10

20

30

40

50

　このように滅菌状態のユーザーによって使用される可能性があるものとして、清潔環境
モードにおいて表示される第一のボタンＢ１～第四のボタンＢ４は、記憶デバイス９に記
憶されている。
【００４１】
　第一のボタンＢ１～第四のボタンＢ４の他にも、滅菌状態のユーザーによって使用され
る可能性があるボタンがある場合、入力画面１４Ａにおいて複数ページにわたってボタン
が表示されるようになっていてもよい。例えば、第一のボタンＢ１～第四のボタンＢ４が
表示された画面が最初のページであり、画面をスライドさせる等して別のページを表示さ
せることにより他のボタンが表示されるようになっていてもよい。
【００４２】
　第一のボタンＢ１～第四のボタンＢ４がユーザーから受け付ける入力は、第二の入力デ
バイス１５においてユーザーからの入力を受け付けるものであってもよい。この場合、第
一のボタンＢ１～第四のボタンＢ４は、本発明において、第二の入力デバイスがユーザー
から受け付ける入力のうちの少なくとも一部を第一の入力デバイスにおいて受け付けるた
めのキーの実施の形態の一例である。ユーザーは、第二の入力デバイス１５ではなく、シ
ートＳで覆われた第一の入力デバイス１４において入力することにより、従来のように滅
菌シートで覆われたハードキーによって入力する場合と比べて、容易に入力することがで
きる。しかも、第一のボタンＢ１～第四のボタンＢ４は、ユーザーが滅菌状態において押
しやすいように拡大表示されるので、一層入力が容易である。
【００４３】
　ユーザーが第一の入力デバイス１４のみで入力を行なえる状態に適するものとして予め
設定された状態は、上述のものに限られない。前記予め設定された状態の他例について説
明する。例えば、図７に示すように、制御部８は、第二の入力デバイス１５のトラックボ
ールと同じ入力を受け付けるキーＫを、入力画面１４Ａに表示させる。キーＫは、タッチ
パッド部Ｋ１及び四つのボタンＫ２で構成される。ユーザーは、指などをタッチパッド部
Ｋ１に触れた状態で移動させることにより、例えば表示デバイス６に表示されたカーソル
等を移動させることができる。また、ユーザーは、四つのボタンＫ２のいずれかを押すこ
とにより、カーソルの位置を確定させたり計測を行なったり、その他の指示を入力するこ
とができる。キーＫは、本発明において、第二の入力デバイスがユーザーから受け付ける
入力のうちの少なくとも一部を第一の入力デバイスにおいて受け付けるためのキーの実施
の形態の一例である。
【００４４】
　制御部８は、検出部１０によって静電容量の変化が検出されると、入力画面１４Ａにお
ける入力の検出感度を上げることにより、第一の入力デバイス１４の状態を、ユーザーが
、第一の入力デバイス１４のみで入力を行なうことに適した状態にしてもよい。より詳細
に説明すると、検出部１０は、静電容量の変化量が所定の閾値を越えた時に、入力画面１
４Ａに表示されたキー（ボタン）が押されたことを検出する。上述における入力の検出感
度は、所定の閾値を意味する。従って、制御部８は、検出部１０によって静電容量の変化
が検出されると、前記所定の閾値を通常環境モードよりも小さく設定することにより検出
感度を上げる。
【００４５】
　入力画面１４Ａにおける検出感度が上がることにより、入力画面１４ＡがシートＳで覆
われていても、またユーザーが手袋をはめていたとしても、ユーザーによる入力画面１４
Ａにおける入力を確実に検出することができる。
【００４６】
　ユーザーは、清潔環境モードから通常環境モードに切り替えたい場合、シートＳを入力
画面１４Ａから外す。これにより、静電容量が再び変化して元の静電容量（シートＳを被
せる前の静電容量）に戻ったことを検出部１０が検出すると、制御部８は、入力画面１４
Ａの表示や検出感度を、通常環境モードの状態に戻す。
【００４７】
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　以上説明した本例によれば、清潔環境モードに移行することにより、上述のように、ユ
ーザーは滅菌状態においても、入力画面１４Ａにおいて容易に直接入力することができる
。また、ユーザーが入力画面に対してシートＳを被せたり外したりするだけで、通常環境
モードと清潔環境モードとを容易に切り替えることができる。
【００４８】
　また、第一の入力デバイス１４は、入力画面１４Ａに表示されたキー（ボタン）におい
てユーザーの入力を受け付けるようになっている。従って、入力画面１４Ａにおいて、キ
ーを拡大して表示したり、滅菌状態で用いる可能性があるキーのみを表示したりすること
ができる。このようにキーの表示の自由度が高いので、第一の入力デバイス１４のみで入
力を行なうことに適した状態にすることが容易である。
【００４９】
　以上、本発明を前記実施形態によって説明したが、本発明はその主旨を変更しない範囲
で種々変更実施可能なことはもちろんである。例えば、入力画面１４ＡがシートＳで覆わ
れたことを検出する手法は、静電容量の変化に限られるものではない。例えば、特に図示
しないが、入力画面１４Ａを覆った状態のシートＳを保持する溝を入力画面１４Ａの下部
等に設け、この溝にシートが保持された状態で押されるスイッチを設けてもよい。この場
合、スイッチが押されることにより、入力画面１４ＡがシートＳで覆われたことが検出さ
れる。
【００５０】
　また、上記実施形態においては、超音波診断装置を例に挙げて説明したが、本発明は、
タッチパネル式の入力画面を有する他の医用画像表示装置においても同様に適用すること
ができる。
【符号の説明】
【００５１】
　　１　超音波診断装置
　　７　入力デバイス
　　８　制御部
　　１０　検出部
　　１４　第一の入力デバイス
　　１４Ａ　入力画面
　　１５　第二の入力デバイス
　　Ｓ　シート
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